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研究成果の概要（和文）：　本研究は、理工系分野固有の課題解決能力を実証的に明らかにする試みである。前半は、
質的研究によって課題解決能力を構成する要素を検討した。後半は、理工系の学士課程教育で育成される課題解決能力
の量的研究によってこの仮説を検証した。その結果、以下のことが明らかになった。状況認識力、困難に立ち向かう姿
勢、失敗を次に活かす応用力など、課題解決能力の構成要素のうちどの項目が重要であるかという認識は学生の学習経
験によって異なることが判明した。たとえば、研究室における企業の技術者との交流は、課題を解決する上においてコ
ミュニケーション能力が重要だという学生の意識を向上させた。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to clarify the specific problem-solving skills 
required in engineering education. First, I conducted a qualitative study to form a hypothesis concerning 
the elements of problem-solving skills. Second, based on this hypothesis, I carried out a quantitative 
study to demonstrate development of problem-solving skills in undergraduate engineering programs.
 As a consequence, I was able to clarify that the order of priority of the most important components of 
problem-solving skills, such as contextual recognition, negotiating obstacles, and applying experiences 
of failure to scenarios for success varied across experiences of learning, For example, instruction by 
external experts from companies promoted students’ awareness of the need to develop communication 
skills, which is another important component of problem-solving skills.

研究分野： 教育社会学

キーワード： 高等教育

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
大学の機能別分化は大学院規模によって

機関を峻別するという単純なアイディアに
基づく。この議論には機関の教育力というフ
ァクターが抜け落ちており、それを補おうと、
筆者は小規模大学における革新的教育を観
察してきた。観察した実践はプロジェクト型
学習による課題解決能力育成という点で共
通していた。しかし、新しい教育を開発する
プロセスにおいて、課題解決能力という概念
は必ずしも有効に機能していなかった。学習
成果として評価するには広範で曖昧なため
である。そこで、まず、専門分野ごとに異な
る課題の特性を定義し、課題解決の段階に応
じたコンピテンシーへと課題解決能力を細
分化する必要があった。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、理工系分野固有の課題解

決能力を実証的に明らかにすることにある。
質的研究によって課題解決能力を構成する
要素について仮説を形成し、量的研究によっ
て理工系の学士課程教育で育成される実際
の課題解決能力を仮説に基づいて検証する。 

 
３．研究の方法 
研究方法は工学部をケースとするケース

スタディである。仕事が必要とする課題解決
能力と大学が育成しようとする課題解決能
力との対比を通して、課題解決能力習得の実
態を明らかにする。 
 

表 1 インタビュー調査の回答者 

大学名
経営
者

事務
職員

指導
教員

学生
卒業
生

学外
パート
ナー

計

ハーベイマッド大学 2 3 2 1 0 0 8

オーリン工科大学 2 3 3 5 0 0 13

宮崎大学工学部 1 0 3 1 4 1 10

計 5 6 8 7 4 1 31  

 
質的データは主にインタビュー調査によ

って収集した。2014 年から 2015 年に革新的
教育の開発に関わる日米の大学関係者及び
それを経験した学生、卒業生合計 31 名に対
してインタビュー調査を行った。内訳は表１
の通りである。 
 

表２ アンケート調査の回答者 

対象
者数

回答
数

回収
率％

対象
者数

回答
数

回収
率％

対象
者数

回答
数

回収
率％

１年 911 371 (40.7) 797 625 (78.4) 1,708 996 (58.3)

２年 929 307 (33.0) 740 435 (58.8) 1,669 742 (44.5)

３年 958 412 (43.0) 638 346 (54.2) 1,596 758 (47.5)

４年 1,152 544 (47.2) 599 237 (39.6) 1,751 781 (44.6)

合計 3,950 1,634 (41.4) 2,774 1,643 (59.2) 6,724 3,277 (48.7)

私立大学 合計国立大学設置
者

学年

 
 

量的データは主にアンケート調査によっ
て収集した。2016 年 1月に西日本の４つの大
学（国立２校、私立２校）の工学部に在籍す
る１年生から４年生までの6,724人を対象に
調査を行った結果、3,277 人から回答を得た
（回収率 48.7%）。分析の対象は「在学中の目
標」「学習時間」に回答した 3,111 人である。 
 
４．研究成果 
課題解決能力の育成という観点から革新

的教育開発の事例を分析した結果、課題解決
に重要な次の６つのコンピテンシーが明ら
かになった（藤墳 2015a）。 
 

・時間とコストを考慮しながら利益を生み出
す力。 

・指定されたスケジュールへの高い意識とそ
れを遵守する力。 

・チームによる共同作業において他者と協調
する力。 

・責任感を持ってチームの作業を遂行する力。 
・製品を市場に出すことによってもたらされ

る強い学習動機。 
・社会、人間、市場に対する理解力。 
これらはさらに３点にまとめることがで

きる。第１は、時間管理、コスト管理のセン
スに基づく「状況認識力」である。第２は、
ひとりでは解決不可能な課題に複数の才能
を結集させて一定の結果を導くことのでき
る「突破力」である。第３は、困難を突破し
たプロセスからノウハウを学び、人として成
長を遂げる「自己開発力」である。図１はこ
の３者の関係を示している。 

 

現在進行していることを
抽象的なレベルで考察し
方針を修正する能力

しなくてはいけないことを
具体的なレベルで考察し実
行に移す能力

抽象的思考と具体的思考の往復運
動を効果的に蓄積し、それを個人
の成長に転換する能力 出典：藤墳 2015 b
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〇〇に関しては私は

誰にも負けない。

 

図１課題解決能力に関する仮説 

 
次に、学部学生に対するアンケート調査に

よって課題解決能力の実態を検証した。その
結果、課題解決能力習得には長時間の学習を
ともなうこと（図２）、重要性の高い構成要
素は課題発見力、幅広い知識であり、失敗を
次に活かす力（自己開発力）は３位、状況認
識力、困難に立ち向かう姿勢（突破力）、コ
ミュニケーション能力（突破力）は下位であ
ること（図３）が明らかになった。 
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図２ 課題解決能力習得と学習時間 
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図３ 学生が重視する構成要素 

 
それぞれの構成要素について回答者の学

習時間を比較すると、図４のように、下位で
あったコミュニケーション能力、困難に立ち
向かう姿勢が上位になり、学習量の多い学生
は突破力が重要だと認識していることがわ
かる。また、コミュニケーション能力への認
識は研究室における企業の技術者の指導に
よって高まることが明らかになった（図５）。 
最後に、質的研究と量的研究を通じて、課

題解決能力の向上には、強い学習動機、長い
学習時間、高い学習到達度が相互に関連して
いることが明らかになった。そこには次のよ
うなパターンが認められた（藤墳 2015a）。 
 

・開発によって学生がものづくりを体験する。 
・ものづくりのプロセスにおいて教科書で学

んだ知識を応用する。 
・開発の経験を通して教科書の内容をより深

く理解する。 
・ものづくりのプロセスにおいて大学教員と

は異なる業種や専門性を持つ年長者から
指導を受ける。 

・ものづくりのプロセスにおいて市場の重要
性に気づく。 

 

・視野が広がり、理解が深まり、新しい学習
目標が見つかり、それによって学習が次の
段階に発展する。 
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  図４ 学習時間による構成要素の比較 
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図５ 企業の技術者からの指導と構成要素（コミュ

ニケーション能力）への意識 
 
以上、本研究では課題解決能力の構成要素

の仮説に基づき、工学部において課題解決能
力がどのように育成され、各構成要素がどの
ように認識されているのかを明らかにした。 
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